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妻木晩田遺跡における鉄器生産に関する覚え書き
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節進鉄斧硬片及び再加工品
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+1 lt力1特4打Ⅲるよう(こ |IJ Iモ抑■) lヽrfi  E■ !と lt

iち |)●ま!水 “Ⅲt断  !↑ 卜■Ju■4■ ■し,と し

てⅢHなJじ方 i t i t i“ する ■ 01i  t t l‖を トニLt
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い =た  社 町ni形(ltrす ると C D■ "ユ 十てま
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″本Ⅲ寧ヶlⅢⅢJMう ■コ■した■■ユ年は■り■う■■

=モ “:ち'1たと“えⅢⅢ方 中」|■Ⅲ ⅢF,コ 十うiH(

忙■にま,‖ になっていない よ =10[印 市 5中|lttの

rttlAlふrjⅢi刑本を"打 しf"け ⅢⅢ Iたlliす 城える IJ

Rす 型i l」 F I「にす担世l l てヽ 十“してⅢるわ1 ( |」

J l 10 12  1ヽ すれ 】ヽ=‖ のⅢⅢとしH!なの加 にうて

イ` 卜■かは■化 !ヽ↓たものと,え う1↓ろ

オ本"Ⅲ せllヤサに と“とした'イ ズⅢ■■ilを加 ■

した 】ヽ"■ あるす この“うなJA■キに加 にすちうにⅢ

した水ま=り■■tl型||は担 二もⅢみ た とえII メ|

,コ の,1)メヽキ ユ Ⅲ !Ⅲり,1■ⅢⅢの抑Ⅲ様抑4"Ⅲ Ⅲ

fあた )て型十11「にtあ る こ のよⅢⅢ■■■年のツ十1

に■1よ に  ■ せ力柿帆11■ 11l J  Ⅲtせ所“Jう●■せ

Lていたも"と いしてLる ,｀十市 い Ⅲヽ lヒ出たコリ

,1トユ十よⅢ`ⅢⅢ■JLl,θ〕HiF′)方力てよ'lS“】Ⅲ,■ち,

う

コ ま とめ―毒ホ暁口通跡における僚製品の生産体制

ム水に“J均をはしうとして"Ⅲ■Jとhlのよ型‖1には

な■ユFの な出の止,レ■よに,せとようこ 縦 fⅢⅢじり力

言うせて成ル=″し■いるとのう千'■  “ ■ユ■,の あⅢ

オ= こ の■うな理Ⅲ ●‖に(11いして ユ ||■[(■ ″

イⅢとの力Ⅲ“↓=lt■Ⅲち こ りようなあり'1ま ⅢⅢり

'卜 以前″え|IⅢtユ 十■とホヤⅢに■ならない

吉●二  ,イ】Fi,セIJ幼|てい コ「力Ⅲに,1,ど1■に !ヤ

111もり,4'すたⅢlいや 1lⅢFウ:ⅢFねLり ったと!Ⅲ ■

るよう■束キす卍本=itてⅢち ⅢⅢIサ車1210せ うⅢ rl■1

=r/1よう■1■批 = ■ にⅢ■いと■術t Fr「rfい ると

まヽ ,え 々 Ⅲtイ「切 二ヽlⅢして,(‖加 に,lⅢ  とイfうt

のi「=iヽ■ ||卜"」11,するように こ ●〕ような立杵11

iFⅢlならi Ⅲ ⅢⅢ賦hiム てと(とも4■ 11忙th

ち 十11に!Ⅲい ⅢヽⅢ !し ろ Ⅲ,Pr■‖小n iJしてⅢ

るよう二 十■ltH!4さ―15 rⅢ Ⅲ本市111m iィFII■rの

工rに こ,‖ ■ヽ すたⅢⅢⅢH“Lやす|

J卜 ●ような■朴加 Lり女■=ムヤリ,,サ =州 上=

!て 工ちと14,=Ⅲになるたろう力、

イ本オⅢⅢせr 1 1 1 おナみ■,■ 仙 ま 1 1 1 ■ モ承加り■

ム■Ⅲlモ|い止= 'オ 「コ|■■ち〔粧炊k命 ■な=モ 1 , して

=ち 十r iⅢ 2 1 いょ 】 ‖J件 こ山■あJ 4 u ■■ホ打と!
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図4 由 険になける曇快鉄斧製作工程

えられる携=面 をもつ竪久柱信に着自すると そ れ,1ま

を后佐単位に比較的均質に存在し 一 定の地区に慎ぢ″

いことが分かる (高尾2∞3 高 口20,b)。 つ=, 盤 経

生産に門する尊葉度1ま低く 御 ]在単位にとむ大びとの

中で生産と消費"折 われている可能性が高いのである。

もっとも 生 産の現場がいかにブリミティブな様相を

皇していても 鉄 製品ナ案たした役割愁 見積もるこ

といてきない。板状鉄製品を擦苫炉との円際において見

てみよう"。

防湿根能を発備したI類鍛活打冴検出革れている上野

I造 離ては 長 大な丙類"ifを している 一 方 床 面を

その言言炉茂とする簡褒なr噛 察培炉ガ圭作をとす平国

進既や撃木碗田道断では 小 理の中瀬が一般的てある 、`

このことを路まえれば 山 蔭地城内部において 大 形の

転婦素材を小分けにして流通させる集綻  イ 分ヽけされ

た枢快品を利用する集語という社会的を分衆"iあった可

能とすiある さ らに そ の■うな社会的分業の末描には

できあがった製品のみを大手する集落 (層仁単位)力存

在したことも予想できる

当時の山陰地域において ま frとなる斑を生産する技

術1まなかったと考えられなか, そ 造球11おけo撲 津生

産は 田 辺離地ほとの対外交渉によって森材を獲得する

こと″不可欠である。一見 狙 別備 的な生産の様相を

皇していても 業 製品が各居住革忙に比稜衛埼貿に行菖

減っている専真は 驚 材の安宮栄格を意味していると考

えられる そ の背景には 素 村な裕段階から集落内の出

起の宙整に重るまで 集 語を代表する首長層の四与があ

ったに違いない。ただし そ れ|ま 特 定の工房で加工し

たものをFr分配するようなあり方ではなく 素 材段階で

の分配である。著しい整とを生み出どすに案団関係を経

接するiう な社資システムを形成 していたと考えられよ

う

5お わけに

要木暁日竜部の経製品を被討することは 地 域の技術

的基程や札会的環波の中にどのように鉄尊"1導入され

普及していくのか明ら,11していく作業である。集搭の

あり方も合めて期本的な歳講ガ可能となる奈作を満たし

ている点力在 要である。

第m次 発観自在では 出 ユした鉄製品あ電 効整理の過

程て頼状母セ判断され か つ立行していた第11次発掘融

査の建輸整理において  ヽ軽 器生産を考える上で興味藻

い袋状鉄効 存在"i明らかになoた。trtこれらの縦望

報告を行うより1ま そ の辞価 も査めた見通しを述べてお

―

1 1 -



くべきと考え 小 晴をまとめた。

な0 今 年度出との転製品10数Hは  な 津の第1段時

が終丁したところであり 今 後注意訳 線療 整 理を進

めていくこととなる 洸 津前に握彫したX線 写真による

観察をもとにしているので 今 回4L Bした実測国の改訂

もあり得るし 伴 出遺輸もふくわた整理メ進んでいく中

で再検討を生じる姿地がある点 ご 電題いただ宮たい。

(高田花一)
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